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 組織運営検証会議は、（社）仙台青年会議所が2008 
年12月１日に宮城県に対して新法下での公益社団法人へ
の移行認定申請を行ったことを受けて、宮城県との折衝
をはじめとした公益認定に向けた申請手続上の庶務を行
うほか、昨年度に改正した新定款や諸規定の運用上の問
題点の検証やコンプライアンス・マニュアルの策定など
を通じた組織進化の推進を中心に、組織のあり方を検証
することを方針として１年間活動してまいりました。
　宮城県との折衝をはじめとした公益認定に向けた申請
手続上の庶務については、宮城県からの補正命令に対す
る１月19日付補正を皮切りに、宮城県との折衝を重ねな
がら、12月８日にようやく宮城県公益認定等委員会への
諮問に必要な補正作業を終えました。単年度制であり、
年度ごとに事業が変わることが想定される青年会議所の
活動と、一定の事業を行う法人を想定して、具体的な事
業内容をもとに公益認定をすべきではないかとの県側の
スタンスとの違いから、当初想定されていたよりも申請
手続上の庶務には時間を要しました。しかしながら、よ
うやく正式な県公益認定等委員会への諮問が来年度に行
われるところまでこぎつけたことになります。また、日

本青年会議所の例を参考としてコンプライアンス・マ
ニュアルを策定し、９月11日に開催された理事会におい
て来年度から会務に用いるマニュアルとして報告しまし
た。これにより（社）仙台青年会議所が公益法人として
ふさわしい団体であり続けることの一助となったものと
考えております。
　（社）仙台青年会議所の公益社団法人への移行認定は
2009年中には完了せず、2010年度以後になされること
となりましたが、当会議体としては、できる限り早期の
移行認定を得ることができるよう、当会議体が本年度に
蓄積した情報やノウハウを次年度にしっかりと引継ぎま
す。また、次年度は定款や諸規則が新公益法人制度に合
致しているか運用上の問題点を検証し、コンプライアン
ス・マニュアルにつても運用を踏まえた見直しを行って
いく必要があると考えております。

組織運営検証会議
議 長　髙　田　英　典

　昨年の公益社団法人制度改革により、新制度がスター
トする最初の年にあたる本年度は新公益会計基準に沿っ
て、これまで以上に厳正なLOMの財務関係の管理と運
営を行ってまいりました。また、LOMという組織を活
性化させ、進化させるために JCI ／日本 JCへの褒賞申
請に取り組んでまいりました。さらに、私たち同様、地
域に貢献する運動を展開している方々と、その様々な取
り組みを全国に発信するために、「人間力大賞」を申請
いたしました。
　当会議体では、すべての事業に係る事業計画と適正
な予算および決算の管理を行ってまいりました。特に
本年度から、会計マニュアルを大幅に改訂し厳格に会計
チェックを行ってまいりました。また、年末には次年度
の理事およびスタッフを対象に、新たに改訂した会計マ
ニュアルをもとに、会計セミナーを実施いたしました。
今後ますます公益性が重視されていく上で、厳正に会計
チェックを行うことは必要不可欠です。また、JCI ／日
本JCへの褒賞申請を実施しました。LOMを活性化させ、
進化させるために2009JCI-ASPAC長野大会にて行われ

たアワードに申請しました。しかしながら受賞すること
はできませんでした。さらに、2009年度日本青年会議
所第58回全国会員大会沖縄那覇大会においても褒賞申請
を行いましたが、受賞することはできませんでした。ま
た、私たちが理想とするまちづくりは、すべての市民を
視野に入れた「人間力開発」であるという観点を踏まえ、
地域に貢献する運動を展開している方々を全国に発信す
るために、「人間力大賞」への申請を行いました。本年
度は１名を申請しましたが、残念ながら受賞には至りま
せんでした。
　今後は、公益社団法人格取得にともない、さらに厳格
なLOM財政関係の管理と運営が必要となります。新公
益会計基準に準拠した適正な事業および予算・決算がで
きるよう、しっかりと引き継いでまいります。また、各
事業においては、すべて褒賞申請することを視野に入
れ、これまで以上に事業検証を強化していく必要がある
と考えます。

財務会計運営会議
議 長　引　地　大　介
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　七夕花火祭特別委員会では「明るい豊かな社会の実現」
を目指すため、JCだけではなく、多くの市民の方々と共
に事業を創り上げ、市民が自分たちの住むまちを身近に
感じ、愛し、ひいては仙台を愛すことに繋がることが必
要であると考えました。そのためにはメンバーが率先し
て市民に対し想いを届け、地域社会が愛する心を高めら
れることを目指し活動してまいりました。
　仙台 JCの本年スタートとなる新春名刺交換会の企画
と実施を行いました。当日は行政機関や関係諸団体など
約250名の皆様にお集まりいただき、親睦を深められた
ことで、活動へのご協力とご支援、そして相互理解と
ネットワーク構築を図る機会となりました。
　第40回仙台七夕花火祭を安全でクリーンに開催するた
め、警備・クリーン説明会の企画と実施を行いました。
当日はメンバーに警備・クリーン計画の重要性と内容を
理解していただき、また仙台中央警察署の方より雑踏警
備の留意点をお話しいただいたことで、主催者としての
自覚と安全・クリーンの意識をメンバーへ周知できた例
会となりました。

　仙台の夏の風物詩として開催されている、仙台七夕花
火祭の企画と実施を行いました。40回を迎える本年は、
テーマを“Ring of Love”～愛で仙台は繋がる～とし、
お互いをおもいやり、しあわせを感じられ、この仙台の
まちを愛する心が繋がりあえるような花火祭を創りあげ
るべく実施しました。当日は16,000発の花火を県内・県
外からお越しいただいた約45万人の皆様に観覧いただ
き、事故なく安全でクリーンな花火祭を開催することが
できました。
　新春名刺交換会については、次年度も行政や関係諸団
体の方々をお招きし、活動のご理解を図れる機会として
開催いただければと思います。
　警備・クリーン説明会については、花火祭をより安全・
クリーンに開催するため、メンバーに主催者としての自
覚を高められる例会を実施していただければと思いま
す。
　最後に花火祭については、多くの市民の方々が事業に
参画し、市民が望む花火祭にしていただければと思いま
す。

七夕花火特別委員会
委員長　納　庄　国　英

　本年の事業室は、経済の発展に伴い社会が激しく変化
している中で、JCが目指すべき運動の方向性は変わらず
とも、公益社団法人を目指す団体として現代社会が求め
ているニーズとは何かを考え、また、私たちの愛するま
ちに必要とされる JC活動とは何かを模索し、事業室と
して３つの委員会が一丸となり積極的に１年間活動して
まいりました。
　まちの活力向上委員会では、「ケータイでパシャ！
SENDAI の身近な魅力と問題点　～あなたのケータイ
フォトで、もっと魅力あるまちに変わるかも～」と題し
て、カメラ付き携帯電話で市民の皆様にまちの魅力と問
題点を撮影頂き作品を仙台 JCのホームページや仙台市
役所にて公開いたしました。
　愛する心創造委員会では、昨年と同様に在仙のプロゴ
ルファーとタケ小山プロにご協力頂きドリームキッズゴ
ルフを２日間にわたり競技大会及び練習会、また、プロ
による講演会の盛りだくさんな内容で実施しました。本
年の特徴的なプログラムとして、日本 JCでも推奨して
いる倫理道徳プログラム「学ぶの夏休み」を実施し、子

どもたちや保護者の皆様に対しても自然や親・兄弟へ対
する感謝の気持ちの大切さや地域を愛する心の大切さに
ついて感じて頂く機会と致しました。
　JC運動発信委員会では、公開例会を通して多くの市民
の皆様に対し仙台 JCの運動の目的や過去の活動につい
て発信いたしました。また、２回の例会では、現在社会
に生きる私たちが最も大切にしなければならないひとつ
である、他人を思いやる利他の心や共生の心の大切さに
ついて発信しました。また、10月例会では、中学生を例
会に招いて討論会を実施いたしました。中学生が何を考
えて生活しているのかを参加者全員で共有出来たことは
今後のまちづくりにおいて重要な財産になったと考えま
す。
　「明るい豊かな社会」の発展を目的とする仙台 JCとし
て、地域社会が必要としているものが何かを的確に捉え
発信していくことが重要であるとともに、社会が変化し
ても私たちの心の中に必要な不偏的なものの大切さを多
くの市民の皆様へ発信し続けて行くことが必要であると
考えます。

事　業　室
室 長　齋　藤　孝　志
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　当委員会では、まちのバランスに視点をおき、仙台ら
しいまちづくりについて考え、行政・産業・市民が調和
する地域社会を模索し、まちの活力の向上へと導けるよ
う、事業の企画と実施及び検証を行いました。私たちが
暮らすこのまちのために運動を続けてきた仙台 JCと、
地域の一人ひとりが同じ課題へ向き合って取り組むこと
により、これまで以上の活力あるまちをめざし、明るい
豊かな社会の実現を理想に運動を展開してまいりました。

　事業名「ケータイでパシャ！ SENDAI の身近な魅力と
問題点　～あなたのケータイフォトで、もっと魅力ある
まちに変わるかも～」と題しまして、市民一人ひとりの
目線からのまちの魅力と問題点を募集し、その魅力と問
題点を市民の皆様に知っていただき地域を愛する心を育
む一助とするために、下記の内容でケータイフォト（カ
メラ付き携帯電話で撮影した写真）を募集し公開しまし
た。また、ご応募いただいた作品も参考にしながら当委
員会にて作成した報告提言パネルを展示し、市民の皆様
よりアンケートにてご意見をいただきました。
①９月１日（火）～25日（金）ケータイフォト　募集

期間

・市民の皆様よりケータイフォトを使って、仙台の身
近な魅力と問題点の写真とコメントをご応募いただ
きました。

②10月１日（木）～31日（土）応募作品　公開期間
・ご応募いただいた写真とコメントを、仙台 JCホー

ムページ上で公開しました。
③11月２日（月）～13日（金）報告提言パネル　展示

期間
・ご応募いただいた写真とコメントも参考にしながら、

当委員会で独自に調査検証を行い作成した報告提言
パネルを、仙台市役所１Ｆロビーで展示、仙台 JC
ホームページ上で公開しました。

　身近にある魅力と問題点を市民の皆様が簡単に伝えら
れるよう、ケーターフォトを利用した手法を取り入れま
した。初めての試みでもあり不安もありましたが、大き
なトラブルもなく応募いただけました。この手法はケー
タイフォトを持っている方なら誰でも手軽に応募できま
すので、今後何らかの形でこの手法を取り入れた場合の
指標となれば幸いです。

まちの活力向上委員会
委員長　峯　岸　勇　人

　本年度愛する心創造委員会では、青少年の心豊かで健
全な成長と、地域の発展、隣人や万物を愛する心の芽生
えの機会を目的としての事業を検討してまいりました。
結果、地域や自然とのふれあいをとおした体験と、仲間
や大人との交流の相伴った事業として、昨年実施いたし
ましたドリームキッズゴルフを継続し、倫理道徳プログ
ラム「学の夏休み」を併催することで事業目的の達成を
計りました。
　倫理道徳プログラム「学の夏休み」を８月１日エル
パーク仙台にて保護者同伴のもと実施いたしました。委
員会メンバーが学君に扮し上映後の感想や質問を行い子
どもたちに倫理道徳についてのヒアリングを行い、まと
めとして親、兄弟に日ごろの感謝の気持ちを手紙にしま
した。また、保護者には倫理道徳プログラムに対しての
感想と意見、家庭での教育の問題点をアンケートとして
いただきました。
　青少年育成事業「2009ドリームキッズゴルフ～羽ば
たけ！未来のプロゴルファー～」は地域の良さを理解

し、愛する心の芽生えの機会を目的とし８月13日、14
日の二日間で実施いたしました。初日は宮城ゴルフガー
デンにてプロゴルファーの直接指導によるレッスン会を
行い、昼食は地元で採れる食材を使った特別メニューを
用意いたしました。午後からはプロゴルファーによる講
演会、泉国際ゴルフ倶楽部でのラウンドレッスン会を行
いました。二日目は泉国際ゴルフ倶楽部を会場として経
験者には男女、学年別にクラスを分け競技大会を開催
し、初心者にはドライビングレンジを使ったレッスン会
やパター大会を行いました。閉会式は成績優秀者を表彰
し、参加者全員に記念品を贈呈いたしました。また事業
終了後には二日間の映像をDVDに編集し参加者全員に
送付し事業を締めくくりました。
　昨年からの継続事業であるドリームキッズゴルフです
が、企画立案において昨年との差別化が大きな問題とな
りました。同様な企画が多く開催されているなか、青少
年育成事業の側面を盛り込みながら、私たち JCだから
こそできる事業の企画が今後のポイントと考えられます。

愛する心創造委員会
委員長　高　橋　英　樹
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　当委員会は地域の皆様に仙台 JCの運動や活動の意義
をご理解いただき、より身近な団体として、愛される組
織を創造する公開例会の企画と実施及び検証を担いと
し、第２・６・10回公開例会を実施しました。現在ま
で開催してきた例会は、仙台 JCメンバーに向けた学び
の場と会員相互の友好を目的としてまいりましたが、当
委員会の公開例会は単にメンバー内の学びの場にとどま
らず、市民の皆様に明るい未来の創造と気づきをテーマ
に、様々な世代にむけ実施しました。
　第２回例会『いま問われる社会が失いつつある大切な
こころとは…』では JC運動の目的や仙台 JCの今までの
事業紹介、また開催趣旨である利他の心の必要性を伝え
る内容のプレゼンテーションを行いました。基調講演で
は不況に左右されない豊かな価値観を伝える井形慶子氏
の講演を行いました。
　第６回例会『学ぼう江戸しぐさ！活かそう昔の知恵～
次世代に伝えたい公共心とおもいやり～』では、江戸時
代に存在した、日常の生活に必要な助け合いの精神など
の知識を知恵に変え、次世代を担う子どもたちの手本に

なる人々が、この現代に増える社会をめざし、開催しま
した。仙台 JCOG大塚真実氏の講演で得た江戸時代の先
人の知恵である『江戸しぐさ』から、この現代に実際応
用できる『いましぐさ』を考えていただくグループワー
クを行いました。
　第10回例会『中学生サミット2009 in 仙台～聞かせ
て中学生の本音～』では20人の中学生の出演で、いま自
分の考えていることや悩み、将来の夢などを語っていた
だきました。JCメンバーや参加の親世代が、次世代の子
どもたちの率直な主張を聞くという、今まで開催の例会
とは違ったタイプの例会となりました。
　全３回の公開例会を通し、今まで仙台 JCをご存じな
い市民の皆様にも、仙台 JCの運動や活動の意義をご理
解いただくことができました。そして利他の心、共生の
心についての学びの場と、子どもたちとの接し方を見直
すきっかけ作りをご提供できました。さらなる今後の仙
台 JCの次年度以降の事業運営の一助になることを期待
します。

JC 運動発信委員会
委員長　奥　山　千　絵

　本年度会員室では、過去長年にわたり（社）仙台青年
会議所が「明るい豊かな社会」の実現を理想とした、ま
ちづくり、ひとづくりのこれまでの成果を引き継ぎなが
ら、JC運動に可能性や価値を感じ、運動を推進できる新
たな人材の開発・研修として新規会員の募集やセミナー
の開催を行ってまいりました。またメンバーの資質向上
を図るための活動として JCメンバーを対象とした例会
の実施をしてまいりました。
　会員開発委員会では、予定者の段階から会員開発活動
を実施してまいりました。仮会員セミナーⅠにおいて
は、JCの歴史、KJ法によるトレーニングを実施しました。
仮会員セミナーⅡでは、外部講師をお招きしてのVMV、
マインドマッピングを実施し、仮会員の学びの場とする
ことができました。多くの方々からご支援いただいた結
果、目標であった「30名」を上回る仮会員の承認を得
ることができました。その後開催された事業報告会で
は、新たに承認された「新入会員」として一生懸命に会
の企画、運営に携りました。例会委員会では、創立例会
および第９回例会を企画・実施致しました。創立例会で

はパネルによる仙台歴史トンネルを設置することで諸先
輩方が築き上げた歴史を振り返り、懇親会では、先輩に
現役時代のエピソードをお話いただくことで、OBと現
役メンバーが親睦を深めることができ盛況のうちに終え
ることができました。第９回例会では、講師にデューク
更家公認スタイリスト樋口ヒロオ氏を招き、「歩くこと」
によって、体を健康に保つ方法を学び、今後の JCライ
フに活かすための例会を開催しました。
　JC運動に可能性や価値を感じ、運動を推進できるメン
バーを育成するためには、継続的な資質向上の機会を設
けることが必要と考えます。特に当室の委員会メンバー
に関しては、例会やセミナー開催時のみならず、日常的
な委員会の中でもそのことが意識されている必要がある
のではないでしょうか。担当事業が終了しても気を抜か
ずに、互いの資質向上を考慮した上で、今後も活動に励
んでもらうことを願います。

会　員　室
室 長　田　中　穂　光
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　「～ JC愛で仙台は満たされる～いま自分がいるところ
からちょっと背伸びした所で、一歩踏み出した先で」を
スローガンに掲げ、会員開発委員会は、JCが目指す「明
るい豊かな社会の実現」に向けて、共に JC運動を推進
していく志の高い多くのリーダーの入会を実現し、育成
をしていくことを使命として活動してまいりました。
　当委員会では、予定者の段階から委員会メンバー一丸
となって会員開発活動を実施してまいりました。中に
は、仙台 JCをよく知らない方もおり、根気強く過去の
事業や、内容を説明し会員開発活動に励みました。昨年
度委員会からの引き継がれたリストの他に、現役、OB
の皆さまから直接的、間接的にご指導、ご支援いただ
いた結果、大不況にもかかわらず目標であった「30名」
を上回る仮会員の承認を得ることができました。仮会員
セミナーⅠにおいては、JCの歴史、KJ法によるトレー
ニングを実施しました。仮会員セミナーⅡでは、外部講
師をお招きしてのVMV、マインドマッピングを実施し、
仮会員の学びの場とすることができました。各セミナー
においては、多くの現役メンバー、OBにご参加、ご協

力いただきありがとうございました。12月には事業報
告会を開催しました。この会は、委員会最後の事業であ
り、新入会員主体での企画、運営で実施されました。日
頃 JCメンバーを支えてくれている、ご家族を中心に活
動を報告し感謝を伝える会であり、入念な打ち合わせと
リハーサルを繰り返し当日にのぞみました。新入会員の
JCメンバーとしての資質の向上にも大いに効果のあった
会でした。
　会員開発委員会としては、公益社団法人格の取得を目
指している仙台青年会議所にとって、その意義、運動に
賛同してくれる新入会員を開発することが公益性に結び
つくと考え活動してまいりました。今後も折に触れ、新
入会員をフォローし、今後の JC運動を正しく理解し積
極的に活動して行くことが、自己を成長させ、地域を愛
し、仙台（まち）を愛することに繋がり、公益性をもっ
た活動に結びつくことを伝えていきたいと考えます。

会員開発委員会
委員長　小　林　篤　史

　2009年度例会委員会は、私たちが強く逞しく愛する
心をもった JAYCEEで在り続けるために、様々なフィー
ルドで活躍している人々から、多様な価値観や時代に即
した価値ある情報・知識をメンバーが「学び・考える場」
を提供し、さらには、学んだ知識や既知の知識を活かす
ための「実践の場」を提供してまいりました。また、メ
ンバーの JC活動全体への参画意欲を高め、「例会に参加
して良かった」、「次の例会が楽しみだ」と想える「楽し
い例会」にすることで、例会出席率の向上に努め、価値
ある例会の実施をおこなってまいりました。
　第３回例会（創立例会）は、OBと現役がふれあえる
数少ない機会の一つであり、諸先輩方が築き上げた歴史
を振り返り、OBと現役メンバーが親睦を深めることを
第一に考え開催しました。パネルによる仙台歴史トンネ
ルを設置することで諸先輩方が築き上げた歴史を振り返
ることができました。また、サロンタイムを設け茶道を
体験することで「和敬静寂」を体感する機会となりまし
た。オープニングでは日本の伝統芸能（津軽三味線）を
鑑賞することにより、素晴らしい文化を伝えていく精神

を学ぶことで、OBと現役メンバーが親睦を深めること
ができました。
　第９回（９月）例会では、「歩くこと」を通じて健康
になるための秘訣を学び、メンバー同士、体を動かすこ
とにより親睦を深める絶好の機会として、講師にデュー
ク更家公認スタイリスト樋口ヒロオ氏を招き、ウォー
キングセラピーと題し、自らの体を見直しつつ、健康を
保つための秘訣を学び、今後の JCライフに活かすべく
開催しました。不規則な生活により自身の健康に不安
を持っているメンバーも改めて、「歩くこと」によって、
運動不足の解消、生活習慣の改善の土台を築く機会にな
りました。
　今後も、これまで展開されてきた運動を継続・発展さ
せていくためには、これまでよりもさらに、メンバー一
人ひとりのリーダーシップや意識の向上が重要と考えま
す。そうすることで、時代に即した公益性の高い活動を
積極的に行っていくことに繋がると考えます。

例会委員会
委員長　堀　内　祥　弘
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　本年度広報渉外室は、「伝える力」、「学ぶ力」を身に
つけ確かな見識で地域社会から一層愛される仙台 JCに
なるため、見返りを求めずに真っ直ぐな気持ちで活動
し、メンバー一人ひとりが地域を愛する心と使命感をも
ち積極的に活動できる組織をめざしてきました。
　広報委員会は、第４回公開例会を担当し、せんだいメ
ディアテークオープンスクエアにて、講師に第一印象研
究所の杉浦永子先生をお招きし、「第一印象で決める！
好感度アップ作戦 !! ～６秒からはじまるドラマ～」相手
に好印象をあたえることが出来る立ち振る舞いを学ぶ講
演を行いました。広報誌「のぞみ」は４月号、８月号、
12月号の計３回発行いたしました。創刊50周年という
過去の「のぞみ」を紐解き、創刊50周年特別企画とし
て過去の青年会議所の事業について触れました。過去を
紐解く事により、一般市民だけではなく多くのメンバー
にも過去の仙台 JCの変遷を認知していただく機会とし
ました。「のぞみ瓦版」は仙台 JCの運動に対するより深
い理解、そしてメンバーシップ向上を目的とし、毎月１
回、計12回発行いたしました。

　渉外委員会は、第５回公開例会を担当し、仙台がより
子育てと仕事の両立がしやすい、バランスの取れた街と
なるようワークライフバランスをテーマに、パネルディ
スカッションの３部からなる構成で企画、実施し、提言
書を作成しました。ASPAC長野大会ではジャパンナイ
トへブースを出展し、国際大会の経験がないメンバーに
とって、「国際の機会」が実感できる好機と捉え、力を
入れた参加促進を行いました。南相馬での東北地区会員
大会、那覇での全国大会にも多くのメンバーが参加し、
各地のメンバーと積極的に交流を行いました。
　今後は、広報活動も大会参加もメンバーの積極的な活
動や行動が重要と思いますが、すべての大会に参加する
こと、すべての事業への取材などは、現在の活動状況を
踏まえ各種大会における参加しやすいコース設営を心が
ける事や、作業の分担をもっと効率よくする事で、より
多くのメンバーに参加してもらうことが重要であると考
えます。

広報渉外室
室 長　山　田　和　広

　本年度広報委員会は私たちの運動をより深く理解して
もらうために、広報誌「のぞみ」、会員を対象にした「の
ぞみ瓦版」の編集と発行を行いました。第４回例会（４
月）は公開例会とし、会員同士のみならず一般市民の
方とも地域を愛する心を共有できる内容で、参加者に新
たな気づきが得られる場としての企画を実施いたしまし
た。また、当会議所の様々な活動を、本年度の記録とし
て保管し、確認するために随時取材しました。
　広報誌「のぞみ」は４月号、８月号、12月号の計３回
発行いたしました。創刊50周年という節目の年である本
年度は、過去の「のぞみ」を紐解き、創刊50周年特別企
画として過去の仙台七夕花火祭や仙台青年会議所が行っ
てきた事業について触れました。過去を紐解く事によ
り、一般市民だけではなく多くのメンバーにも過去の当
会議所の変遷を認知していただく機会としました。「の
ぞみ瓦版」は当会議所運動に対するより深い理解、そし
てメンバーシップ向上を目的とし、毎月１回、計12回
発行いたしました。第４回公開例会はせんだいメディア
テークオープンスクエアにて、講師に第一印象研究所の

杉浦永子先生をお招きし、「第一印象で決める！好感度
アップ作戦 !! ～６秒からはじまるドラマ～」と題し、相
手に好印象をあたえることが出来る立ち振る舞いを学ぶ
講演を行いました。講演中の随所に参加者自身が実践す
る場を設け、実際にその効果を体感していただきまし
た。今回新たな試みとして、仙台駅前アオバビジョンに
て事前CM告知を行いました。当日は180名の市民の方
にご参加いただき、ニュース番組で特集を組まれるほど
盛況でした。
　今年度は広報活動として上記事前CM告知の他にも
懸賞付アンケート、広報活動マニュアルの作成等を実施
しました。これらは今年度のみの企画で終わるのではな
く、今後の広報活動の一助となればと考えております。
また、広報誌や例会でのアンケートの結果、仙台青年会
議所を知らなかった方が多くいました。次年度はより積
極的な広報活動の展開を期待しております。

広報委員会
委員長　飯　岡　昌　司
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　本年度渉外委員会は、メンバー各々が個々の能力を開
発し、リーダーシップを持って青年会議所の運動に取り
組んでいただけるように、各種大会への参加や、国内・
海外姉妹青年会議所など他青年会議所との交流を促進し
ました。仙台だけに学びの場を留めることなく、数多く
の経験・知識を身につけ、メンバー一人ひとりが知恵と
勇気と気概を持ち、地域の可能性を切り拓くための活動
ができる一助となるよう心掛けてまいりました。
　メンバーに対する各種大会への積極的な参加促進のた
め、大会が持つ機会の意義・参加する目的を明確に伝達
し、プログラムや開催地の事前情報収集の強化によりメ
ンバーの参加意欲を高めるべく活動しました。
　姉妹 JCとの交流としては、１月の京都会議において、
白老 JCと、また、４月には香港を訪問し、アイランド
JCと積極的に交流を行いました。
　５月の第５回公開例会では、仙台がより子育てと仕事
の両立がしやすい、バランスの取れた街となるようワー
クライフバランスをテーマに、委員会発表や駒崎氏の講
演、仙台市岩崎副市長やフリーアナウンサーの柳生氏、

阿部蒲鉾店の佐藤部長を交えてのパネルディスカッショ
ンの３部からなる構成で企画、実施いたしました。来場
数は目標を下回りましたが、仙台市との懇談会の実施や
仙台市が同じテーマでシンポジウムを実施するなど展開
が広がり、本例会後の効果としては大きいものがありま
した。
　ASPAC長野大会ではジャパンナイトへブース出展し、
国際大会の経験がないメンバーにとって、「国際の機会」
が実感できる好機と捉え、力を入れた参加促進を行いま
した。南相馬での東北地区会員大会、那覇での全国大会
にも多くのメンバーが参加し、各地のメンバーと積極的
に交流を行いました。
　今後は、現在の経済状況を踏まえた各種大会における
参加しやすいコース設営を心がけ、より多くのメンバー
に参加してもらうことが重要であると考えます。また、
大会開催地での会員交流事業における魅力的な企画立案
も合わせて重要と考えます。

渉外委員会
委員長　杉　山　純　一

　総務室はLOM運営の重要な役割の一部を担う室であ
り、諸会議の設営・運営を通して JC活動にいち早く関
わり、JC運動を広く市民へ発信してきました。メディ
アコミュニケーション委員会では、公式ホームページや
メールマガジンを JCメンバー同士のコミュニケーショ
ンツールにとどまらずに、市民にも活用できるよう創意
工夫したコンテンツの充実を図りました。総務委員会で
は、常任理事会や理事会の設営・運営をスムースかつ効
率的に行うためにルールを明確化、メンバーに周知徹底
することによって質の高い議論を交わせる場を目指しま
した。
　公式ホームページを年度初めから立ち上げ、仙台 JC
の１年間の方向性を公開。メールマガジンを対内、対外
向けに毎月発行。常に最新の情報を事前にチェックし、
各種大会前には臨時メールマガジンを発行しました。11
月の公開例会では、体の不自由さを疑似体験できるブー
スを設け、合わせてパラリンピック金メダリストの伊藤
智也氏の壮絶な体験談を通して強く生きる逞しさを感じ
ていただき、今後の JC活動や本業においての有益な機

会としました。
　総務委員会は総会２回、理事会12回、常任理事会12
回の設営と運営を行い議事録は次回理事会までに作成し
添付することで議論の質向上に寄与することができまし
た。基本資料と会員名簿は今までの情報を精査するとと
もに、顔写真の差し替え等を行い最新の情報に更新し分
かりやすくしました。メディアコミュニケーション委員
会と連携し総会資料をメールマガジンにて事前配信し、
ダウンロードして閲覧可能にしました。アニュアルレ
ポートの発行にあたってはLOMの広報機能とあわせて、
次年度に引継ぎができる資料として見やすく纏めまし
た。LOM内褒賞を企画し第13回例会で実施、個人賞20
名、優秀新人賞23名、組織賞５委員会がその栄誉を手に
することとなりました。卒業式では22名の卒業予定者を
迎えて、これまでの功績を称える心に残る設えを行いま
した。
　情報発信を紙媒体やインターネットに捉われることな
く、地道な活動が一般市民を巻き込むに必要と思われま
す。

総　務　室
室 長　佐　々　哲　也
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　当委員会は、公式HPやメールマガジンといった情報
発信ツールを用い、JCメンバーと市民、現役メンバーと
OB、そして JCメンバー同士のコミュニケーションを図
ることを目的とし、またそれらのツールを活用して、仙
台 JCの活動を市民に向けより正確でわかりやすく発信
し、私たちの運動を正しく理解していただけるよう取り
組んでまいりました。
　公式HPの管理運営に関しましては、大晦日から元日
にかけてのリニューアル作業から始まり、年間を通して
各委員会が実施する例会や事業の告知と実施後の報告、
そして各地で開催される各種大会の報告等をタイムリー
に掲載し、私たちの活動を一般市民に向け広く発信して
まいりました。毎月発行のメールマガジンでは、理事
長の挨拶に始まり、メンバーの活動報告を掲載し、公式
HPへの誘導と、JCの魅力を伝えてまいりました。また
LOM活動の記録の管理に関しましては、ウェブアルバ
ムを利用して広報委員会と画像を共有することで効率化
を図り、記録の保管に関しましては、専用のHDを用い
てその保管にあたりました。そして第11回例会（11月

公開例会）では、『築こう、心のバリアフリー！気づこ
う、愛する心と生きる意味！』と題し、高齢者や障がい
者に優しく手を差し伸べることを目的とし、例会前に体
験ブースを設置、高齢者疑似体験、白杖歩行体験、車椅
子介助体験、妊婦体験を実施し、その苦労を体感してい
ただきました。そして本例会では車椅子ランナーの伊藤
智也氏をお招きしての講演会を開催し、ハンディを抱え
ながらも強く逞しく生きることの大切さを伝える例会と
して実施いたしました。
　当委員会では、単に情報を発信するだけに留まらず、
HPに訪れた方の意見も吸い上げられるようアンケート

（JC目安箱）を実施してみましたが、回答数が少なく、
今後の課題であると感じました。また私たちの運動をよ
り積極的に外部に発信することにより、地域に認知され、
会員の拡大にも繋がるものと考えますので、HP・メー
ルマガジン共に更なる充実を図る必要があると感じまし
た。

メディアコミュニケーション委員会
委員長　茂　木　敏　伸

　総務委員会では年間を通して、様々な部分で携わる活
動に対し愛する心を持ち、また新公益法人制度の成立に
伴いLOM運営の要となる総務委員会の役割は重要と考
え諸会議の運営や設営など長年にわたり進化してきた運
営方法、電子媒体の使用など、しっかりと引継ぎ、各種
事業への参加と支援を委員会メンバー全員で積極的に参
加し、活動して参りました。
　本年度、総務委員会は常任理事会や理事会等の諸会議
の設営や運営では、スムースかつ建設的な意見が飛び交
うよう、上程資料の締切りや配信等のルールを順守し、
精度の高い会議資料を配信できるよう、チェック体制を
整えて進めて参りました。
　JC活動を行ううえで必要となる基本資料や会員名簿は
必要な情報を集め、昨年からのデータを再度精査し作成
いたしました。
　LOMの最高議決機関である総会では以前からの当日
の資料配布に加え、事前にメルマガから資料のダウン
ロードを可能とし、開催前の資料の閲覧を可能にいたし
ました。

　第12回（12月）例会では例年同様、３つの式典を実
施いたしました。「LOM内褒賞授与式」では１年間積極
的に活動した委員会や個人に対し９部門の賞を設定し、
５委員会43名のメンバーが受賞いたしました。「卒業証
書授与式」では今年40歳を迎えられる21名の卒業生と
直前理事長のご卒業を全員で祝福し、さらに卒業生から
現役メンバーへは、「明るい豊かな社会」の実現に向け
て活動され培った経験や実績を受継ぐ機会となるように
卒業生一人ひとりを紹介するとともに、卒業生の JC運
動における功績をたたえました。「本次年度理事長交代
式」では次年度理事長に10年度の豊富を述べていただ
き、プレジデンシャルリースの引継ぎを行いました。
　総務委員会の活動は予定者段階からアニュアルレポー
トの作成まで入れると17ヶ月と非常に長く、役割も各
会議等の設営運営など様々なものがあります。今後も仙
台 JCの運動をサポートする重要な役割であるというこ
とを委員会メンバー一人ひとりが認識し、長い歴史のあ
る当委員会の責務を引き継いでいただきたいと思いま
す。

総務委員会
委員長　河　合　良　紀
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　2009年度事務局は、局長と４名の次長を合わせ５名
体制で活動して参りました。
　事務局では、１年間を通して、理事長及び役員のセク
レタリー業務や、理事会等のサポート、事務局の運営、
各種郵便物のチェックや発送を中心に活動して参りまし
が、その中で最も重要な業務として位置づけてきたの
が、理事長の公務を円滑に行うためのセクレタリー業務
であります。
　事務局での活動は１月５日の事務所開きから始まり、
各地青年会議所への新年式典へ参加される理事長、副理
事長のセクレタリー業務、事務局での唯一の主幹事業で
あるどんと祭の「裸参り」では、多くのメンバーに参加
いただき、八幡神社へ祈願に参りました。
　2009事務局として、初めての各種大会の１つである
京都会議では、不慣れ中での理事長のセクレタリー業務
ということで反省すべき部分が多くありましたが、事務
局５名全員で参加することにより、今後のセクレタリー
業務の基礎を学ばせていただきました。その後のASPAC
長野大会、宮城ブロック会員大会、横浜でのサマーコン

ファレンス、東北地区会員大会、全国会員大会沖縄那覇
大会、チュニジアでの世界会議への理事長セクレタリー
業務をする中で印象に残っているのは、ASPAC長野大会
でのOBのセクレタリー業務の際に次長の緊張感ある姿
は、忘れることができません。私たち事務局は、これら
の各種大会で、反省する点は多々ありましたが、貴重な
経験をさせていただいたと感じております。
　他にも、毎月定期的な業務と致しまして、常任理事
会、理事会のサポート及び懇親会の設営と、多くのメン
バーに協力いただいての発送作業を行いました。
　１年間を通し、事務局５名が１人もかけることなく活
動できたのは、理事長、専務を始めとするメンバーから
のご指導と、事務局員の高木さん、鈴木さんの協力が
あってのことであり、本年度の事務局として学んだ知識
と経験を、次年度事務局へ引継ぎ、自らも来年度以降の
JC活動に活かしていきます。皆様からのご支援をいただ
いて活動した１年間、本当にありがとうございました。

事　務　局
事務局長　中　田　昌　宏


